
 

ちば「働き方改革」共同宣言  

～ 働きやすさと働きがいのある雇用環境の実現に向けて ～ 

 

首都圏の一角に位置し、人口６２０万人（全国第６位）を擁する千葉県は、人的資源に

恵まれているといえるものの、北西部においては県外へ通勤する者の割合が高く、 

人材の流出が見られる一方で、東部及び南部地域は県全体の数値を上回る高齢化が

進んでおり、産業を支える労働力人口の減少が見込まれています。 

県内の雇用実態に目を向けると、１週間の就業時間が６０時間以上の雇用者の 

割合は、１０．２％と全国平均（９．６％）より高く、年次有給休暇取得率についても、 

５０％台に留まるなど、２０２０年までに前者を５％、後者を７０％とする国の目標には 

ほど遠い現状にあります。  

また、育児をしている２５歳から４４歳までの女性の有業率は４６．７％と全国平均の 

５２．４％より５．７ポイント低く全国第４３位に留まっています。 

さらに雇用者に占める非正規労働者の割合は全国で３７．４％に上り、このうち正社員

として働く機会がない不本意非正規労働者は１６．９％となっています。 

 

これらの状況を改善し、地域社会を活性化するためには、働きやすさと働きがいの 

ある雇用環境の実現に向けてオール千葉で取り組んでいく必要があります。 

私たちは、本日の「ちばの魅力ある職場づくり公労使会議」において、この認識を共有

するとともに、県内の企業、自治体、各団体等とも連携しながら、固い決意をもって 

次に掲げる「働き方改革」を積極的かつ継続的に推進することを宣言します。 

 

 

 



 

 

 

 

１  労使の意識改革を図り、時間外労働の縮減や年次有給休暇の取得を促進します。 

２  若者、女性、高齢者、障害のある方々などすべての県民がその持てる能力を最大限

に発揮でき、“働くこと”に幸せを実感できるような「働きやすさ」と「働きがい」のある雇用

環境を整備します。 

３  不本意非正規労働者の正社員化やキャリアアップ支援等を通じて企業の生産性と 

競争力を高め、 地域経済を活性化し、魅力ある千葉県を創出します。 
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